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後期加温型ハウスミカンのミカンハダニ、施設バラのアザミウマ類を対象に、スワルス

キーカブリダニ（以後スワル）の利用を検討した。問題点として適期放飼の困難さがあり、

原因として次の２つが挙げられる。対象害虫発生初期確認後、製品の発注から到着までの

1～2 週間で放飼適期を逃し害虫が多発する。また、対象害虫未発生時期では作物に定着せ

ず、以後発生する害虫に対する抑制効果がみられない。ここでは、現地でのスワル適期放

飼を目的に、害虫未発生時に製品を入手し１ヶ月を目安に温存する簡易な方法を検討した。 

培地の粗密とスワル、サトウダニ（製品に入っている餌ダニ）の密度との関係を、ふす

ま＋三温糖＋ビール酵母を培地とする既存の手法を基に、ふすま・籾の混合割合(密（ふす

ま：籾(v/v）＝10：0）,中（ふすま：籾＝7：3）,粗（ふすま：籾＝0：10）)の違いにより

調べた。個体数は、卵を除く若虫及び成虫を計数した。別容器で飼育したサトウダニをス

ワル飼育容器に給餌した場合、サトウダニ数は密＞中＞粗、スワル数は密＜中＞粗となっ

たことから、サトウダニの最適培地≠スワルの最適培地であることが分かった。 

そこで、容器をダンボール板で（ふすま：籾＝10：0）と（ふすま：籾＝0：10）を仕切

ることで、サトウダニ温存場所とスワル温存場所を同一容器内に設置した（図）。サトウダ

ニを別容器から給餌せず、培地を添加するのみとした。サトウダニの供給は同一容器内の

サトウダニ温存場所のみに依ったところ、スワル温存場所とした培地（ふすま：籾＝0：10）

のスワル密度は製品の 15～70％に低下したが、製品頭数を１ヶ月以上維持することができ

た。 

以上の結果、本方法の現地実施をハウスミカン農家３名、施設バラ農家１名の資材庫で

おこなったところ、スワルを適切に温存することができた。 

 

（図）スワルスキーカブリダニ温存用容器と培地とした籾、ふすまの設置状況 

外容器内は水を張り、内容器外周は吸水紙を巻き付けた。 
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